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西
澤
議
員
が
提
出
し
た
（
昨
年
11
月
17
日
）
要
望
書
に
対
す
る
回

答
が
寄
せ
ら
れ
（
12
月
12
日
）
ま
し
た
。
そ
の
内
、
く
ら
し
福
祉
等

に
関
す
る
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。 

な
お
、
文
中
の
「
答
」
は
回
答
で
他
は
要
望
書
の
文
章
で
す
。 

１
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
を
通
年

週
２
回
に
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。 

答 

今
年
度
７
・
８
月
を
週
２
回

回
収
と
し
た
。
単
に
収
集
回
収

を
増
や
す
こ
と
は
「
何
で
も
ゴ

ミ
出
し
」
と
の
感
覚
で
、
ゴ
ミ

量
の
増
大
の
懸
念
が
あ
る
。
生

ゴ
ミ
処
理
機
の
購
入
補
助
・
ゴ

ミ
ひ
と
し
ぼ
り
運
動
・
ゴ
ミ
の

減
量
化
の
啓
発
等
、
集
落
懇
談

会
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
機
会
に

お
い
て
啓
発
を
強
化
し
て
い

く
。 

２
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

の
廃
止
を
め
ざ
し
、
窓
口
負
担

分
の
一
定
割
合
を
軽
減
し
て
く

だ
さ
い
。 

答 

本
制
度
は
国
民
全
体
で
高
齢

者
の
医
療
費
を
支
え
る
も
の

で
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担

は
以
前
の
老
人
保
健
制
度
と
同

じ
く
１
割
負
担
で
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
窓
口
負
担
の
軽
減
は

全
国
で
も
例
が
な
い
よ
う
に
聞

い
て
お
り
ま
す
。
現
役
世
代
の

過
度
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
、
医
療
に
見
合
っ
た
窓
口
負

担
は
必
要
で
あ
る
。 

３
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る

「
応
益
負
担
」
の
廃
止
を
め
ざ

し
、
町
独
自
補
助
を
創
設
し
て

く
だ
さ
い
。 

答 

現
在
甲
良
町
で
は
利
用
者
が

58
名
で
、
内
、
49
名
が
低
所
得

者
で
あ
り
、
毎
月
千
５
百
円
か

ら
３
千
円
の
上
限
額
利
用
料
が

必
要
で
す
。（
内
３
名
は
生
保
家

庭
の
た
め
負
担
額
免
除
）
ま
た
、

町
民
税
課
税
の
世
帯
の
場
合
は

９
名
、
そ
の
内
７
名
は
児
童
の

療
育
事
業
を
利
用
の
た
め
以
前

よ
り
利
用
料
の
４
６
０
０
円
に

つ
い
て
は
町
単
独
に
て
助
成
し

て
い
ま
す
。
残
る
2
名
の
方
が

本
人
ま
た
は
配
偶
者
に
障
害
年

金
等
の
他
に
給
与
等
の
収
入
が

あ
る
た
め
１
ケ
月
７
５
０
０
円

の
上
限
負
担
の
該
当
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

 
 

こ
の
２
名
の
課
税
世
帯
に
つ

き
ま
し
て
は
、
滋
賀
県
独
自
の

緩
和
措
置
が
20
年
度
中
と
な
っ

て
お
り
、
国
の
特
別
対
策
事
業

が
現
行
の
ま
ま
継
続
さ
れ
ま
す

と
次
年
度
は
現
行
よ
り
最
大
月

額
１
８
０
０
円
の
負
担
が
増
え

る
見
込
み
で
す
。
翌
年
４
月 

の
自
立
支
援
法
改
正
の
動
向
を

ふ
ま
え
、
現
行
よ
り
負
担
の
増

え
る
可
能
性
の
あ
る
こ
の
２
名

の
方
に
対
す
る
負
担
軽
減
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
負
担
軽
減
措

置
等
の
継
続
を
行
う
よ
う
県
や

国
へ
も
要
望
し
て
い
き
た
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
近
隣
の

市
町
の
動
向
も
考
慮
し
な
が

ら
、
町
独
自
の
負
担
軽
減
措
置

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

４
、
生
活
保
護
、
高
齢
者
、
一
人

親
、
障
害
者
な
ど
社
会
的
・
経

済
的
弱
者
の
世
帯
に
対
し
、
原

油
高
騰
へ
の
緊
急
対
策
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。 

【
報
告
済
み
】 

６
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
暖
房
代
を
補

助
し
て
く
だ
さ
い
。 

答 

現
状
確
認
に
よ
り
状
況
に
応

じ
必
要
に
つ
き
検
討
し
た
い
。 

７
、
国
に
対
し
、
主
要
農
産
物
の

価
格
保
障
と
農
業
の
持
つ
公
的

役
割
に
応
じ
所
得
補
償
を
行

う
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
町
で
で
き
る
農
産
物

の
「
価
格
補
て
ん
制
度
」
を
創

設
す
る
こ
と
。 

答 

国
の
農
業
振
興
制
度
の
充

実
要
望
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。
町
「
価
格
補
て
ん
制
度
」

に
つ
い
て
は
地
産
地
消
・
野
菜

振
興
目
的
の
推
進
作
物
は
検

討
し
て
い
き
た
い
。 

７
、
家
族
経
営
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
経
営
規
模
、
経
営
形
態

に
か
か
わ
り
な
く
支
援
の
対

象
と
す
る
こ
と
。 

答 
対
象
者
に
つ
い
て
経
営
規

模
形
態
に
よ
る
規
制
は
考
え

て
い
な
い
。 

８
、
「
安
心
安
全
作
物
宣
言
」
の

取
り
組
み
な
ど
を
す
す
め
、
仮

称
「
地
域
農
業
再
生
総
合
推
進

条
例
」
を
め
ざ
し
、
一
致
点
で

町
民
が
協
力
共
同
で
き
る
条

件
を
広
げ
、
公
募
委
員
に
よ
る

「
検
討
委
員
会
」
を
設
置
す
る

こ
と
。 

答
食
と
農
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

を
検
討
し
て
い
る
。 



 
 

い
る
と
国
民
健
康
保
険
制
度
が
成
り

立
た
な
く
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

の
健
全
な
運
営
の
確
保
、
ま
た
、
加
入

者
間
の
負
担
の
公
平
を
図
る
上
で
の

一
つ
の
手
段
と
し
て
資
格
証
明
書
は

必
要
で
す
。
た
だ
子
供
に
対
す
る
資
格

証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
世
帯
の

状
況
に
つ
い
て
面
談
し
た
上
で
、
保
険

証
（
短
期
）
の
交
付
を
い
た
し
ま
す
。 

 

西
澤
議
員
の
話
し 

▼
75
歳
と
い
う
年
齢
で
線
を
ひ
き
「
姥
捨

て
山
」
に
放
り
出
す
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
や
高
い
保
険
料
の
介
護
保
険
制
度
な
ど

に
対
す
る
批
判
的
見
地
が
な
い
点
は
大
変

残
念
で
す
。 

▼
Ｋ
モ
ー
ル
で
の
地
元
農
産
物
販
売
の
コ

ー
ナ
ー
設
置
に
、
条
件
付
き
な
が
ら
「
協

力
調
整
は
す
す
め
る
」
と
前
向
き
な
姿
勢

を
示
し
た
点
は
評
価
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
過
大
な
施
設
投
資
の
リ
ス
ク
を
避
け
、

販
売
実
績
と
商
品
価
値
Ｐ
Ｒ
を
積
み
重
ね

る
上
で
は
有
効
な
手
段
と
の
共
感
も
広
が

っ
て
い
ま
す
。 

他
に
い
く
つ
も
あ
り
、
積
極
面
を
引
き

出
し
、
不
十
分
な
と
こ
ろ
は
改
善
を
は
か

る
た
め
、
引
き
続
き
、
国
も
地
方
も
「
暮

ら
し
応
援
の
政
治
」
実
現
の
た
め
み
な
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
る
決
意
で
す
。 

９
、
農
業
機
械
の
新
規
購
入
・
更
新
時

の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。 

答 

現
状
国
県
の
制
度
運
用
を
基
本

と
し
て
お
り
、
町
単
独
施
策
は
難
し

い
。 

10
、
Ｋ
モ
ー
ル
（
マ
ル
ゼ
ン
）
に
対
し
、

地
元
農
産
物
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
設

置
を
働
き
か
け
る
こ
と
。 

答 

現
在
せ
せ
ら
ぎ
直
売
、
給
食
産
物

拡
充
等
の
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
生
産
団
体
の

販
路
検
討
の
状
況
に
よ
り
、
協
力
調

整
は
す
す
め
る
。 

11
、
経
済
波
及
効
果
の
大
き
い
「
住
宅

リ
フ
オ
ー
ム
助
成
制
度
」
を
創
設
し

て
く
だ
さ
い
。 

答 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
補
助
と

し
て
は
、
福
祉
関
係
、
耐
震
関
係
、

水
洗
化
関
係
等
あ
る
が
、
現
状
新
た

な
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。 

12
、
介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
減
免
制

度
を
創
設
し
て
く
だ
さ
い
。 

介
護
保
険
の
保
険
料
・
利
用
料

の
減
免
は
考
え
な
い 

答 

介
護
保
険
は
限
ら
れ
た
財
源
で
、

介
護
報
酬
の
負
担
を
み
ん
な
で
支

え
る
し
く
み
で
す
。
今
後
も
さ
ら
に

高
齢
化
が
進
む
中
、
ま
す
ま
す
介
護

給
付
費
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
65
歳

以
上
の
１
号
被
保
険
者
及
び
40
〜

65
歳
未
満
の
2
号
被
保
険
者
か
ら

の
保
険
料
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
よ
っ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
保

険
料
の
減
免
の
創
設
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
ま
た
利
用
料
に
つ
い
て

も
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
施
設
介

護
サ
ー
ビ
ス
等
は1

割
の
自
己
負
担

が
生
じ
て
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
人
、
し
な
い
人
も
公
平
な
負

担
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
り
、
保
険

料
同
様
、
減
免
の
創
設
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。 

13
、
介
護
認
定
者
全
員
に
「
障
害
者
控

除
」
が
適
用
で
き
る
こ
と
を
「
公
報
」

で
は
な
く
、
「
個
別
通
知
」
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。 

【
下
段
の
別
掲
参
照
】 

答
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証
明
の

交
付
に
当
た
っ
て
は
、
「
甲
良
町
高

齢
者
の
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
交
付
事
務
に
関
す
る
要
綱
」
に
基

づ
き
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
に
か
か
る

主
治
医
の
意
見
書
等
に
よ
り
普
通

傷
害
と
特
別
障
害
と
に
認
め
ら
れ

る
方
に
対
し
交
付
し
て
い
ま
す
。

今
期
の
確
定
申
告
で
認
定
さ
れ
た

方
は
普
通
障
害
３
名
と
特
別
障
害

７
名
で
合
計
10
名
で
す
。 

 
 

確
定
申
告
前
に
・
・
・
よ
り
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
、
今
後
の
周
知
に
つ

い
て
は
、
要
介
護
認
定
者
全
員
（
約

３
５
０
名
）
に
対
し
、
障
害
者
控

除
に
つ
い
て
、
詳
し
く
お
知
ら
せ

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

14
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て 

①
す
で
に
策
定
さ
れ
て
い
る
減
免
規

定
を
広
報
な
ど
で
公
開
す
る
こ

と
。 

答 

…
国
民
健
康
保
険
税
条
例
第
24

条
に
よ
り
規
定
し
て
お
り
、
災
害

及
び
そ
の
他
特
別
の
事
情
に
よ
り

特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
と
あ
り

ま
す
の
で
、
広
報
紙
に
掲
載
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

②
滞
納
克
服
の
た
め
の
保
険
証
取
り

上
げ
（
不
交
付
）
は
国
民
皆
保
険

の
趣
旨
に
も
反
し
、
人
道
的
見
地

に
も
違
反
し
、
滞
納
克
服
の
効
力

と
も
異
質
な
も
の
。
資
格
証
明
書

は
「
原
則
発
行
し
な
い
」
立
場
を

確
立
す
る
こ
と
。 

答 

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
国
か

ら
の
補
助
金
と
加
入
者
み
な
さ
ん

の
相
互
扶
助
で
成
り
立
つ
制
度
で

あ
り
、
保
険
税
を
納
め
な
い
方
が

もうすぐ確定申告 
税務署発行の 

「確定申告の手引」より抜粋 
障害者控除 

◆障害者 
平成 20年 12月 31日（年の途中で死亡し
た場合には、その死亡の日）【※注＝西澤：

20 年の 1 月に亡くなられた場合でも適用
できます。】 
►65 歳以上の方で障害の程度が障害者に準
ずるものとして市町村長等の認定を受けて
いる方 
◆特別障害者 

障害者のうち、次の特に重度の障害がある
方 
►いつも病床にいて、複雑な介護を受けなけ
ればならない方 
 
※「１9 年度決算概要」によれば 20 年 3
月末現在では、要介護４＝55人、要介護５
＝21人おられます。 
※適用されれば、課税所得が 300万円以下
の場合で、所得税 2万７千円（障害者控除）、
４万円（特別障害者控除）の減税効果が見
込まれますので、先ずは認定申請をご相談

ください。 
 


